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1. はじめに 

先行研究において，オンライン学習環境を想定

した映像コンテンツの 1.0 倍速，1.5 倍速，2.0 倍速

の提示速度に対する主観評価を，質問紙を用いて

調査したところ，提示速度の相違は学習効果に影

響を与えないことが示されている．一方，映像コ

ンテンツを利用した学習に適した提示速度として，

1.5 倍速が最も支持されているのに対し，2.0 倍速

に対する主観評価は肯定的ではないことが示され

ている 1)．提示する動画が遅い時よりも速い時のほ

うが，視聴者の後の作業効率が上がる傾向が示さ

れた 2)． 
近年，TVer や YouTube などの動画配信サービス

では，動画の再生速度の変更機能を時間短縮や，

自分の好みの速度での視聴のために利用する人が

増えてきている．オンデマンド学習時のコンテン

ツ視聴にも速度変更が多く行われていると考えら

れる．そこで本研究では，学習コンテンツ(今回は

英単語学習動画)を対象として，動画の再生速度を

変更した場合，内容をどの程度理解できているか

を調査し，再生速度と内容理解の関係について検

討する． 
 

2. 動画の再生速度と内容理解度の計測 

2.1 使用機器 

 被験者に英単語学習動画を見せるため，

Panasonic の CF-SV，Let’s note を使用する．英単語

学習動画は，PowerPoint と Zoom の録画機能で作成

した．動画の再生速度変更には，Adobe Premiere 
Pro を使用した．英単語には，旺文社の大学

JUKEN 新書英単語ターゲット 1900 TARGET 1900 -
5th Edition- 5 訂版を使用した． 

2.2 実験概要 

 被験者は健康な 20 代 5 名(被験者 A,B,C,D,E)とし

た．英単語学習動画の再生速度が①0.8倍速，②1.0
倍速(通常再生)，③1.2 倍速，④1.4 倍速，⑤1.6 倍

速の 5 つのパターンでの内容理解の差をその動画

に対する内容確認問題の正答率を通して検討する． 
2.3 実験方法 

約4分間の自作した英単語学習動画とその動画に

対する内容確認問題を 10 セット(Lesson1, Lesson2, 
Lesson3,…, Lesson10)用意する．内容確認問題は全

5 問で構成した．次の通りとなっている． 

問 1 : 英単語の意味を答える問題 
問 2 : 英単語のスペルを答える問題 
問 3 : 空欄に入る英単語を日本語訳に対応する 

ように答える問題 
問 4 : 空欄に入る日本語訳を英文に対応する 

ように答える問題 
問 5 : 空欄に入る英単語を日本語訳に対応する 

ように答える問題 
問 1，問 2，問 3 は，基本的問題と位置付け，英

単語学習動画に出ていたものをそのまま出題する．

問 4，問 5 は，応用的問題と位置付け，日本語訳お

よび英文は英単語学習動画には出ていないものを

出題する．ただし，英単語の意味は動画に出てい

たものと同じとする． 
 英単語学習動画のスライドの例を図 1 に示す．

スライド上半分に英単語と日本語訳を表示する．

英単語は全て名詞とした．スライド下半分にその

英単語を用いた英文例と日本語訳を表示する．図 1
のようなスライドを 1 つの Lesson ごとに 10 枚ずつ，

No.001～No.100 までの計 100 枚用意した． 
 

 
図 1 英単語学習動画のスライド例 

(探求と quest は赤文字) 
 

被験者A～Eに，内容確認問題の構成について簡

単に説明をし，①0.8 倍速，②1.0 倍速，③1.2 倍速，

④1.4倍速，⑤1.6倍速，の 5パターンで，各パター

ンにつき 1 つの英単語学習動画を見せる．視聴し

終わったらその都度内容確認問題と簡単なアンケ

ートに回答させる．このことで，動画の内容をど

の程度理解できたかを測る．簡単なアンケートで

は，その動画の再生速度は視聴者にとってどのく

らい快適であったかを次の 5 段階で評価させる．  
5 : 快適である 
4 : だいたい快適である 
3 : どちらでもない 
2 : 少ししか快適ではない 
1 : 快適ではない 



動画の内容は判断材料には含めない．この指標

を「快適度」と呼ぶ． 
計測の流れの例を図 2 に示す．Q : 内容確認問題

(全 5 問)，A : アンケートとする．ここで，Q + A は

制限時間を設けない． 
 

 
図 2 計測の流れの例 

 

①0.8 倍速，②1.0 倍速(通常再生)，③1.2 倍速，

④1.4倍速，⑤1.6倍速，の 5パターンの動画を見せ

る順番はランダムとする．乱数を用いて英単語学

習動画の視聴順序と再生速度の組み合わせが被験

者ごとに異なるようにした． 
 図 3 が計測している様子である．ノート PC に有

線のイヤホンを使用して，オンデマンドの英単語

学習動画を視聴していることを想定して行う．た

だし，今回は動画に集中させるため，視聴中にメ

モは取ってはいけないとした． 
 

 
図 3 計測の様子 

 

2.4 実験結果と考察 

 本実験では健康な 20 代 5 名に協力してもらった．

はじめに，被験者 A～Eの各パターンの正答率を図

4 に示す．図 4 は，英単語学習動画の内容をどの程

度理解できたかという指標を正答数で表している．

ここでは，この指標を「内容理解度」と呼ぶこと

にし，内容確認問題(全 5 問)の点数をそのまま反映

する．内容理解度は次の通りである． 
5 : 内容を理解できている 
4 : 内容をだいたい理解できている 
3 : どちらでもない 
2 : 内容を少ししか理解できていない 

0，1 : 内容を理解できていない 
図 4 のように，0.8 倍速よりも 1.6 倍速は平均が

低く，全体的にも得点が低かった．また，1.0 倍速

(通常再生)よりも 1.2 倍速は若干平均が高く，動画

の内容を理解する上では 1.2 倍速でも支障がないこ

とがわかる． 
次に，各パターンのアンケートで回答してもら

った快適度を図 5 に示す．図 5 の結果から，0.8 倍

速は，全ての被験者の快適度が大幅に低く，1.0 倍

速(通常再生)が最も快適に視聴できるということが

わかる．また，1.0 倍速(通常再生)よりも再生速度

を速めていくにつれて，快適度が低くなっていく

ことがわかる．  
図 4 や図 5 の結果から，1.2 倍速までなら再生速

度を上げても快適に視聴することができ，かつ内

容の理解にも支障がないことが示唆された． 
 

 
 

図 4 被験者 A～E の内容理解度(正答数) 

 

 
 

図 5 被験者 A～E の快適度 
 
3. おわりに 

本研究では，英単語学習動画の再生速度と内容

理解の関係について実験を行い，検討した．内容

理解の指標は内容確認問題の正答数とした．その

結果，動画の再生速度は 1.0 倍速(通常再生)よりも

少しでも速すぎても遅すぎても快適度は低くなり，

内容理解度もおおむねそれに応じて低くなること

が示された． 
 今後の課題として，今回は英単語学習動画視聴

の際にメモを取らせなかったため，メモを取りな

がら視聴した場合や英単語学習動画以外の場合で

はどのような内容理解度と快適度の関係になるか

の調査があげられる． 
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